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た。t 検定において、運動前と運動後 2 分経過時と
の間には有意差は認められなかった。また、運動後
10 分経過時は 19KU/L となり、運動後 2 分経過時
に比べて数値は下がったものの有意差はみられなか
った。 
平均心拍数は運動後 2 分経過時には 91 回/分と運
動前との数値に有意差が認められた。（p<0.01）ま







運動前 運動2分後 運動10分後 運動前 運動2分後 運動10分後
全対象者(n=168) 21±20 24±23 19±19 77±10 91±15 87±14
運動習慣のある学生(n=24) 20±18 18±11 21±18 80±8 93±10 87±8


















た、運動後 10 分経過時は 21KU/L となり、運動後
2 分経過時との間に有意差はみられなかった。 
平均心拍数は運動前が 80 回/分、運動後 2 分経過
時は93回/分となり2つの間に有意差が認められた。









平均心拍数は運動前が 77 回/分、運動後 2 分経過
時は90回/分となり2つの間に有意差が認められた。









































運動前 運動2分後 運動10分後 運動前 運動2分後 運動10分後
運動習慣のある男性(n=7) 17±10 19±11 16±5 81±9 94±7 86±9
運動習慣のない男性(n=16) 20±14 17±13 12±8 77±12 91±21 87±19
運動習慣のある女性(n=17) 21±20 17±11 22±21 80±8 93±12 87±8
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